課題６
メンデルの優性の法則を、転写、翻訳、および、タンパク質の機能に関連づけて、まとめる。その際『対立遺伝子』をキーワードとして文中で的確に用いる。

設定
エンドウの花の色を紫にする遺伝子B、その対立遺伝子として花の色を白にする遺伝子をbとする。
紫の花のBBと白い花のbbを交配させたときF１のBbは紫となるが、これが何故紫になるか（Bがbに対して優性となるか）考察を行う。

これには以下の２つの可能性が考えられる。

1. 遺伝子bにおいてプロモーターにRNA合成酵素結合できないなどの理由で、DNAの転写、翻訳が行われず花の色の決定に関するタンパク質が合成されない場合。
一方でbの対立遺伝子であるBからは花の色を紫にするタンパク質が正常に合成されるため、Bの形質のみが表現型として出現し花の色は紫となるため優性の法則が成立することとなる。

[bookmark: _GoBack]２.遺伝子B、bともに正常にタンパク質を合成することは出来たが、bから生成されたタンパク質が塩基配列の変化などにより基質に対する親和性が変化し、活性をもたない場合、bから生成されたタンパク質は花の色の決定に関与せず、bの対立遺伝子であるBから生成されたタンパク質だけが花の色の決定に関与するため花の色は紫となるため優性の法則が成立することとなる。

= KoDEOBERTRG




